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B 69 肢体不虐1由希・着衣と温冷感心

文化-ir子大家政　○鈴れ鴬芙子　田対照､子　-■A 辺ミデ

〔日本家政学会

　S 6勺　肢体|不|包由羞の藤温/調節|lk.応、万1万っいT 1±、そ|の末鵬血誉-vx.縮反応の万欠除、発;干|障

害、体-An 蹟境温への^れ存、ｼ蚤冷感のスごしな>:-、著しい機能低下が認められている。今回

は、肢体不勿由羞・日常生it I- 九ヽける環逢温度条件と差友、温々感奪の関係を実態捕査し

着装上(?) 2、3 <n Pfl題点､包見い出し/･; -n Tす£告する。

　方法|　調査対|象は入　国|立|奢体障場者'Iハ：ｒﾘ|テー-> 3ンセンタ|- It万ｘ所中の男女|約|屁）|ふ

　(16へF2歳）、雅客の内訳は、脊髄損傷、脳性麻溝、ポリオ、その他X"ある。調査It 毎月

　1回とし、調査、頁目li, 痩建温度条件、^Tfe内容、#れ竃量、着義順位、温冷感、峡蓮感

　tiどて≒調査期聞は、昭和S5年6 月*ヽら, 翌年ぶ月まで｀、~疲。t-,.

　刻Ｌ基。1.肢体不台* 着の万感衣は、T ->。-y 類やトレーニン7：゛:ウェ:T が*- 休礼羞用ゐ

目/I--''irないれ服±量の平均l. 標準*^差とtに健常着群、-.tﾋ較して季節的It 動が小さい

2 .　着衣量ご温冷｀感. 嘆境気温との月間佳が健常者群よ'I 低い。　3 .　全肴の温冷感と局所

温冷感とのアンバランスが認められ、皮膚知鶯麻鼻部に冷･え｡感､乞申告する考μ99い。≪ .

全身の温冷感.　あるいIt ま潤感と峡適感が健常着、-. tﾋﾍﾟヽ一致しに<いs、一般tこ、温熱

的快、不峡が行動的体温調節の動機づけi: uリ、^なの調節£ 'IT7h -ttTいる. むがヽに上

記の邱累吋:、肢体不1･由羞r- お■いT , ぞオtら乞担う温度感覚受容が不完全で｀あるnこめ、行

動へのフ^ - ド、し7 が充分行われT 11 ないことを示I T いる.また、肢体不<$ 由遠の関

心＼.t、-tits.による気候調節ぶりt . yl脱の容易佳や-M動磯能桂パ集中しやすい:. と仁環

境i; 直した^載の選択、維梼か吋n われ７いない原因と叉えられi .
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々･州-t犬家政島野系予近義心一枝人　o々鍬堅弧

　a 的- 疾反里を、赦眼砂粁.住生^ずﾜ吏貌字咽･４ト被服りりT'紘恚吃蕭しり

峰心にぇたにりi- う享ずt｀助沁ク着啖もt 0 生油濯嶋^ ら4-うひりわソ四フ匯iOl-c ^ だ, こ･よう呑f r助沁ク看吸>J^ , t 0 生成環鴫^ ら4-う呑々りわ'I i i y

々＼i.調査すI いい≒本調ま£f'' こなった。現il仰むr゛りｲり竹ﾊﾞｶ稚画必･りに鼎婆　制

蔵り・C之:tつと4ヽ|にヽ1 J りt'≒被昧i , 対吽庫幽･こ厘夭i みt /'=,

　さはヽ、生啼環悳外a系・I tバq ふ・碍有町丿餉3. ゜勁雌禰i Z > ゛ら利水･3- . り

夕才″jf ｀゛。測光り旱ヽちフク/ . ^ ゛）名月、調座員玖･1、ハ0 タタ。-(I 育町・亥私

･t ヽ桔/折り見全欠格, ij-ヂ裾が吋／こ～3 こ示r ･w j 'i. , 赳のt 7 舛す耳か辿s なこ4
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